
国際アマチュア陶芸展伊万里2018

◆一般の部
▷鍋島大賞　松澤　幸典 （千葉県香取郡）

▷優秀賞　　増田　淳
じゅん

三
ぞう

 （京都府京都市）

▷特別賞　　入江　順子 （千葉県香取市）

◆子どもの部　

▷優秀賞　　出屋寿
す

々
ず

花
か

 （大川内小学校４年）

▷特別賞　　奥村　晴
はる

　 （有田中部小学校３年）

　　　　　　小森　乙葉 （有田小学校４年）

国際アマチュア陶芸展伊万里 2018 が、３月 24 日か
ら４月７日まで、大川内山の伊万里・有田焼伝統産業
会館で開催されました。35 回目の今回、出展された
作品は一般の部が 67 点、子どもの部が 258 点。作品
の展示に先立つ３月６日、中里太郎右衛門さん、今泉
今右衛門さん、酒井田柿右衛門さんなど５人の審査員
による審査会が行われました。入賞者は次のとおりで
す（敬称略。学年は出展時〔平成 29 年度〕）。

鍋 島 大 賞一 般 の 部 優 秀 賞子 ど も の 部

【作品名】
　古かばん

【作品名】
　アザラシのショー

厚紙で模型を作ってから製
作を始めました。重くなり
過ぎないようにするのに苦
労しました。毎年出品して
技術を向上させたいです。

千葉県香取郡
　松澤　幸典 さん

大川内小学校
　出屋寿々花 さん

形を整えるのが難しかった
です。鉛筆のキャップを
使って模様をつける工夫を
しました。これからも選ば
れるように頑張りたいです。

３月６日の審査会の様子

佳　作　　森本　美
み

桜
さ

子
こ

 （曲川小学校３年）

　　　　　山口　ひかり （曲川小学校５年）

　　　　　八
やつ

並
なみ

　由樹（有田小学校２年）

　　　　　武
たけ

市
いち

　歩
あゆ

実
み

（有田小学校３年）

　　　　　副島　那
な

月
つき

（大川内小学校１年）

　　　　　江向　健
けん

真
しん

（大川内小学校２年）

　　　　　山口　夏
か

穂
ほ

（大川内小学校３年）

　　　　　渕上　優太（大川内小学校６年）

　　　　　吉永　朱
しゅ

里
り

（佐々小学校６年）

　　　　　田中　琥
こ

大
お

（東京都　７才）

佳　作　　髙
たか

比
ひ

良
ら

　柾
まさ

樹
き

 （長崎県佐世保市）

　　　　　松尾　亜弥果 （長崎県松浦市）

　　　　　福永　末子（長崎県北松浦郡）

　　　　　荒木　織
おり

賀
が

（奈良県北葛城郡）

　　　　　大
おお

輪
わ

　恭子（東京都世田谷区）

たくさんの作品が出品されました
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平成 30 年４月１日現在
● 人口　55,313 人　 （− 258）
　　男　26,648 人　 （− 107）
　　女　28,665 人　 （− 151）
● 世帯　23,199 世帯（−   11）

（　）は前月比

人の動き

この冊子は、１部当たり約 34 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。
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幸
運
に
も
甲
子
園
で
の
伊
万
里
高
校
野

球
部
の
勇
姿
を
取
材
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
球
経
験
は
な

く
知
識
も
最
低
レ
ベ
ル
の
私
は
、
新
聞

の
『
適て
き

時じ

打だ

で
１
点
を
返
し
…
』
と
い

う
記
事
を
見
て
上
司
に
『
こ
れ
何
と
読

む
ん
で
す
か
？
ど
う
い
う
意
味
で
す

か
？
』
と
質
問
す
る
始
末
。
そ
ん
な
状

態
で
無
事
に
務
ま
る
の
か
、
出
発
前
に

は
一
抹
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
試
合
の
方
は
ご
承
知
の
と
お
り
、
王

者
を
相
手
に
伊
高
健
児
の
底
力
を
見
せ

て
く
れ
た
す
ば
ら
し
い
ゲ
ー
ム
。
ま
た
、

応
援
に
駆
け
つ
け
た
多
く
の
市
民
や
市

内
出
身
者
な
ど
で
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

は
埋
め
尽
く
さ
れ
、
好
プ
レ
ー
の
度
に

地
鳴
り
の
よ
う
な
歓
声
に
沸
く
様
子
を

写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
の
大
会
で
も
、
伊
西
地
区
の
高
校
が

甲
子
園
で
再
び
感
動
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。（
祐
）
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